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福岡市は、豊かな自然環境と地理的条件にも恵まれ、古くから大陸の先進文化を受け入
れる窓口として栄えてきました。市内には最古の稲作の村である板付遺跡、古代の迎賓館
である鴻臚館、貿易都市博多などの貴重な文化財が残されています。福岡市教育委員会で
は、開発工事に伴いやむを得ず失われていく埋蔵文化財について、事前に発掘調査を実施
し、記録による保存と保護措置に努めているところです。
本書で報告いたします西区戸切周辺では、これまでに弥生時代から中世にかけての集落

跡などが調査されており、当時の生活用具であるたくさんの土器や石器などの遺物が見つ
かっています。
今回の道路改良工事に伴う調査では、二つの遺跡が新たに発見され、縄文時代から古代

にかけての遺物が見つかり、この地域の歴史を解明する上でたいへん貴重な発見となりま
した。
本書の刊行が、市民の皆様の埋蔵文化財に対するご理解を深める一助となりますととも

に、学術研究の分野でも役立つことができれば幸いです。
最後になりましたが、遺跡の発掘調査に際しご理解とご協力いただいた地元住民の方々

をはじめ、関係者各位の皆様には厚くお礼申し上げます。

平成２１年３月３１日　

福岡市教育委員会
教育長　山田裕嗣　

序



（１）本書は、福岡市教育委員会が平成１９（２００７）年度に西区戸切２丁目地内で、実施した市道戸
切通線（戸切）道路改良工事に伴う発掘調査報告書である。

（２） 発掘調査は福岡市教育委員会の加藤　也が行った。
（３） 遺構の実測・写真撮影は加藤が行い、セスナ機による空中写真撮影は株式会社パスコが行っ

た。
（４） 出土遺物の実測と写真撮影は加藤が行い、トレースは加集和子が行った。
（５） 本書に使用した方位は座標北（世界測地系）であり、今回の調査・報告に係るレベル値は壱

岐南小学校内ベンチマーク（標高１１.８４８ｍ）を使用した。
（６） 遺構の呼称は略号化し、掘立柱建物－ＳＢ、土壙－ＳＫ、溝－ＳＤ、柱穴－ＳＰとした。
（７） 今回の調査で出土した木製品は、遺存状態が良好であったため、まず保存処理を優先させて

作業を行った。そのため、樹種同定などの科学的調査をすることができなかった。樹種同定等
の科学分析結果は、今後刊行される同事業の報告書内で公表していく。

（８） 調査に係る記録類、出土遺物は埋蔵文化財センターで収蔵・保管し、活用されていく予定で
ある。

例 言

遺 跡 略 号 

分布地図番号 

調 査 面 積  

 

ＫＡＧ-１ 

戸切 ９２ 

２０３㎡ 

０７３８ 

福岡市西区戸切２丁目地内 

－ 

 

遺跡調査番号 

地 　 　 　 番  

調査対象面積 

調 査 期 間  平成１９年９月２８日～平成１９年１１月７日 

遺 跡 略 号 

分布地図番号 

調 査 面 積  

 

ＴＲＭ-１ 

戸切 ９２ 

403㎡ 

０７３９ 

福岡市西区戸切２丁目地内 

－ 

 

遺跡調査番号 

地 　 　 　 番  

調査対象面積 

調 査 期 間  平成２０年１月７日～平成２０年３月１８日 

遺 跡 略 号 

分布地図番号 

調 査 面 積  

 

ＨＹＧ-１ 

戸切 ９２ 

７２７㎡ 

０７４０ 

福岡市西区戸切２丁目地内 

－ 

 

遺跡調査番号 

地 　 　 　 番  

調査対象面積 

調 査 期 間  平成１９年１１月１日～平成２０年３月１８日 
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Fig.０１　周辺遺跡分布図（１/７,５００）
Fig.０２　市道戸切通線道路改良工事計画図（１/３,０００）
Fig.０３　各遺跡及び調査区位置図（１/４００）
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Fig.０６　SK・SD・SX遺構実測図（１/４０）
Fig.０７　SK・SD・SX出土遺物実測図（１/３）
Fig.０８　第３区谷内出土遺物実測図（１/２，１/３，１/８）
Fig.０９　第４区谷内出土遺物実測図（１/３）
Fig.１０　戸切巡り町遺跡第１次調査区位置及び遺構配置図（１/１５０）
Fig.１１　調査区西側・北側土層堆積状況図（１/６０）
Fig.１２　戸切巡り町遺跡出土遺物実測図（１/３）
Fig.１３　兵庫遺跡第１次調査区位置及び遺構配置図（１/３００）
Fig.１４　兵庫遺跡第１次調査第１区遺構配置図（１/１００）
Fig.１５　第１調査区北側壁土層堆積状況図（１/６０）
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Fig.１７　第１区SB-０３・０４遺構実測図（１/４０）
Fig.１８　第１区SD・ＳＰ出土遺物実測図（１/２・１/３）
Fig.１９　小型壁立ち住居、家畜小屋類例（１/６０）
Fig.２０　第１区遺物包含層出土遺物実測図（１/２・１/３）
Fig.２１　兵庫遺跡第１次調査第２区遺構配置図（１/１００）
Fig.２２　第２調査区北側壁土層堆積状況図（１/６０）
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Fig.２５　第２区SK・SD遺構実測図（１/４０）
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Fig.３０　第２区SK-０２出土遺物実測図１（１/２，１/３）
Fig.３１　第２区SK-０２出土遺物実測図２（１/３）
Fig.３２　第２区SK-０２出土遺物実測図３（１/４）
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Fig.３４　第２区SK-０２出土遺物実測図５（１/４）
Fig.３５　第２区SK-０４出土遺物実測図（１/３，１/４）
Fig.３６　第２区SK-０３出土遺物実測図（１/３）
Fig.３７　第２区SK-０６出土遺物実測図（１/３）
Fig.３８　第２区谷落ち肩出土遺物実測図（１/２，１/３）
Fig.３９　第２区谷内出土遺物実測図１（１/３）
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Fig.４２　第２区谷内出土遺物実測図４（１/３）
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カラー図版　　２００８（平成２０）年２月１９日撮影航空写真

図版扉　　　　１９４８（昭和２３）年４月７日米軍撮影航空写真（部分）

PL.０１　１）上籠遺跡調査前状況（南西から）

３）第１調査区西半完掘状況（北東から）

５）第１調査区東半完掘状況（南西から）

PL.０２　１）第２調査区①完掘状況（北東から）

３）第３調査区東半完掘状況（北西から）

５）第３調査区西半検出状況（南から）

PL.０３　１）遺物出土状況（北東から）

３）第３調査区北壁状況（東から）

５）第４調査区遺構掘削状況（南西から）

PL.０４　１）戸切巡り町遺跡東側完掘状況（北東から）

３）SK-０５掘削状況（北から）

５）ピット状遺構掘削状況（西から）

PL.０５　１）戸切巡り町遺跡西側完掘状況（北東から）

３）調査区西側壁土層堆積状況（北から）

５）北側調査区完掘状況（東から）

PL.０６　１）兵庫遺跡第１調査区完掘状況（東から）

PL.０７　１）SB-０１完掘状況（北西から）

PL.０８　１）SB-０３完掘状況（北から）

PL.０９　１）SB-０１掘削状況（北東から）

３）SD-０１調査区壁状況（南西から）

５）第１調査区東側完掘状況（北から）

PL.１０　１）兵庫遺跡第２調査区完掘状況（北西から）

３）第２調査区遺構検出状況（北東から）

５）SK-０１土層堆積状況（南から）

PL.１１　１）SK-０１遺物出土状況（南から）

３）SK-０１，０２検出状況（南から）

５）SK-０２遺物出土状況（北から）

PL.１２　１）SK-０３遺物出土状況（北から）

３）SK-０５完掘状況（東から）

５）SD-０１検出状況（南から）

PL.１３　１）第２調査区完掘状況（北東から）

３）谷落ち肩状況（北から）

５）第２調査区東側配置状況（西から）

PL.１４　出土遺物（縮尺不統一） PL.１５　出土遺物（縮尺不統一）

PL.１６　出土遺物（縮尺不統一） PL.１７　出土遺物（縮尺不統一）

PL.１８　出土遺物（縮尺不統一） PL.１９　出土遺物（縮尺不統一）
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２）上籠遺跡調査風景（北東から）

４）第１調査区西半南西壁状況（北東から）

６）第２調査区②完掘状況（北東から）

２）第２調査区①SD-０１堆積状況（北から）

４）SK-０１，SP-０１完掘状況（北西から）

６）遺物包含層検出状況（南東から）

２）第３調査区西半完掘状況（南西から）

４）第４調査区完掘状況（北東から）

６）上籠遺跡調査終了状況（東から）

２）戸切巡り町遺跡完掘状況（北東から）

４）SK-０６掘削状況（南東から）

６）北壁断割り状況（南東から）

２）戸切巡り町遺跡西側完掘状況（北東から）

４）西側調査区北壁断割り状況（東から）

６）北側調査区遺構検出状況（南東から）

２）兵庫遺跡第１調査区完掘状況（北から）

２）SB-０２完掘状況（南東から）

２）SB-０４完掘状況（南東から）

２）SB-０４完掘状況（南西から）

４）SD-０３調査区壁状況（南から）

６）第１調査区北壁断割り状況（南西から）

２）第２調査区完掘状況（北西から）

４）SB-０１、０２完掘状況（東から）

６）SK-０１遺物出土状況（北東から）

２）SK-０１杭打ち込み状況（東から）

４）SK-０２土層堆積状況（南から）

６）SK-０２遺物出土状況（北から）

２）SK-０４遺物出土状況（東から）

４）SK-０６完掘状況（南東から）

６）SD-０１土層断面状況（北から）

２）第２調査区作業風景（北東から）

４）谷内土層堆積状況（北から）

６）第２調査区東側完掘状況（西から）



１．調査に至る経緯
２００７（平成１９）年１月、福岡市土木局道路建設部（現；道路下水道局道路整備部）から教育委員

会文化財部埋蔵文化財第１課へ市道戸切通線（戸切）道路改良工事計画に伴い、西区戸切地内の埋蔵

文化財について事前審査の依頼があった。当課では、計画地が周知の埋蔵文化財包蔵地および隣接地

を含むことから、対象地について遺跡の遺存状態確認のため試掘確認調査が必要であると判断し、土

木局道路建設部と協議を重ね、試掘可能な地点から試掘確認調査を実施した。第１回目の試掘調査は、

６月から行った。

試掘調査は現在も行われており、当時の試掘範囲も計画地の一部であったが、周知の埋蔵文化財包

蔵地以外にも新たに２箇所の埋蔵文化財の遺存する範囲が確認された。そのため、各地点の旧小字名

をとり、それぞれ上籠遺跡、兵庫遺跡として周知の埋蔵文化財包蔵地への登録手続きを行った。

今回報告する埋蔵文化財発掘調査は、２００７年９月２８日から２００８年３月１８日にかけて行ったもの

であり、計画地内の埋蔵文化財発掘調査は今後も継続して行われる。

２．調査の組織
調査の体制は以下のとおりである。

調査委託 土木局道路建設部（現：道路下水道局道路整備部）

調査主体 福岡市教育委員会　　　　　　教育長　　　　　山田裕嗣

調査総括 文化財部埋蔵文化財第２課　　課長　　　　　　力武卓治（前任）

田中壽夫（現任）

埋蔵文化財第２課　　　　　調査第１係長　　杉山富雄　　　　　　　　　　　　　　

庶務担当 文化財管理課　　　　　　　　管理係　　　　　井上幸江　　　　　　　　　　　　　

事前協議 埋蔵文化財第１課　　　　　　事前審査係長　　吉留秀敏

事前審査係　　　星野恵美

調査担当 埋蔵文化財第２課　　　　　　調査第１係　　　加藤�也

調査作業 芦馬光夫　岩永いさ子　榎田信一　尾崎泰正　小田義之　川岡涼子　川嶋京子

菅野　武　柴藤清志　田中昭子　田原忠昭　永井ゆり子　西嶋ムラ子　西嶋洋子

野田英機　土生ヨシ子　松尾和子　山西人美　吉積百合子　脇坂ミサヲ　脇山千代美　

整理作業 山口とし子、鈴木美樹、加集和子、田中由紀、川田京子

第１章　はじめに
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今回の調査地点が位置する早良平野は、西側を背振主稜から北に派生した西山・飯森・高祖地塁山

地に、東を同じく北に派生する油山山地と更に北に延びる飯倉台地によって画され、中央部には背振

山地を源流とする室見川が北流し、博多湾へと注いでいる。平野の北辺には姪浜をはじめとする第三

紀層の小丘陵群が散在し、これらを繋ぐように砂丘が形成され、背後には沖積低地が広がっている。

また、両山地の山麓部や平野中央部には中位段丘下位礫面が残され、小田部台地にはこの上位の火山

灰層が残存している。低位段丘の多くは室見川の扇状地平野・三角州平野部に埋没している。

戸切遺跡群は室見川中流域西岸で名柄川、十郎川の沖積低地間、これらに開析された低位段丘礫台

地の残丘上に立地する。標高は９～１４ｍである。

早良平野の旧石器時代は各遺跡から表面採集の遺物が知られており、有田遺跡の調査で石器包含層

が検出されたほか、吉武遺跡群の調査でも出土している。縄文時代では、草創期から中期の遺跡はい

まだ不明確であり、後期を主体とする四箇遺跡の調査が最初である。平野の沖積低地部では夜臼式単

純期から弥生時代初頭の初期農耕期の遺跡が多く、室見川東岸に有田遺跡・有田七田前遺跡・免遺

跡・次郎丸遺跡、西岸では橋本一丁田遺跡、牟多田遺跡、拾六町平田遺跡・拾六町ツイジ遺跡・石丸

古川遺跡・湯納遺跡が分布し、有田七田前遺跡では多量の夜臼式期の遺物が、有田遺跡では台地上に

弥生時代初頭の環溝集落が、免遺跡では平野内で最古の突帯文期の土器が多量に出土し、橋本一丁田

遺跡では夜臼式単純期～弥生時代初頭の河川から土器・木製農具等が多く、拾六町ツイジ遺跡では弥

生時代初頭の土壙から木製農具等が出土し、拾六町平田遺跡では家形土製品が出土している。また、

平野奥部の東入部遺跡では夜臼式の大型壺を組み合わせた晩期末の埋葬施設が検出されている。

弥生時代になると遺跡数が増大するが、前期初頭には有田台地に環濠集落遺跡が出現する。この集

落は２００×３００ｍの環濠を有する大規模なもので、早良平野における前期最大の集落である。このほ

か前期の遺跡としては、十郎川に面する沖積地上に位置する石丸古川遺跡があり、突帯文土器をはじ

め多くの遺物が出土している。この時期の埋葬施設は有田遺跡をはじめ海岸部の藤崎遺跡、平野中央

部の田村遺跡などで調査されている。前期末から中期初頭の集落遺跡は平野全域に拡大しており、埋

葬施設は藤崎遺跡、吉武高木遺跡、東入部遺跡などにみられる。中期から後期の遺跡は野方中原遺跡、

野方塚原遺跡、野方久保遺跡などが近隣では知られている。

古墳時代の集落遺跡は、平野の低地部や低位段丘部に戸切遺跡・湯納遺跡・拾六町ツイジ遺跡・四

箇遺跡・原遺跡・田村遺跡・免遺跡・次郎丸高石遺跡・重留村下遺跡などが位置している。海岸の砂

丘上には生ノ松原遺跡・西新町遺跡などがみられる。室見川の中流域西岸の山麓部から広がる中位段

丘や下位面の残丘上には「早良王墓」といわれる吉武遺跡群や、野方中原遺跡・野方久保遺跡・羽根

戸遺跡・太田遺跡・広石Ｃ遺跡・都地遺跡・金武城田遺跡・浦江遺跡・浦江谷遺跡がある。東岸の段

丘や下位面残丘の台地上には有田遺跡・飯倉遺跡・野芥遺跡・梅林遺跡・東入部遺跡が分布してお

り、その上流に集落は展開してない。平野の東側丘陵部および西側丘陵において数多くの群集墳が調

査されている。海岸部においては方形周溝の藤崎遺跡が調査され、平野部においては帆立貝式の樋渡

古墳や拝塚古墳が調査されたほか、吉武遺跡群でも中期から後期の古墳群が調査されている。また、

重留遺跡東側丘陵上の重留古墳Ｃ群の調査では６世紀前半の須恵器窯が検出されており、本集落など

に供給されていた可能性がある。

古代から中世の遺跡も平野全体にみられる。現在、早良郡衙や郷家・郷倉が特定される遺構は確認

されていないが、有田遺跡検出の大型建物群を早良郡衙と推定するにとどまっている。

第２章　遺跡の立地と歴史的環境
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兵庫遺跡 

上籠遺跡 

橋本遺跡 

橋本榎田遺跡 

戸切遺跡 

野方久保遺跡 

道隈遺跡 

戸切中原遺跡 

羽根戸原B遺跡 

羽根戸原C遺跡 

吉武遺跡群 

戸切巡り町遺跡 

Fig.１　周辺遺跡分布図（１/７,５００）



－４－

Fig.２　市道戸切通線道路改良工事計画図（１/３,０００）

兵庫遺跡 

上籠遺跡 戸切巡り町遺跡 





Fig.３　各遺跡及び調査区位置図（１/４００）



１．調査の概要
上籠遺跡は、今回の道路改良工事に伴い先行して行われた埋蔵文化財の有無を確認するための試掘

調査により、新たに発見された遺跡である。試掘調査の成果から、沖積地の中に残る微高地上に遺構

の遺存があり、その範囲は一定の広がりがあることが分かった。周辺の集落も古くからあり、古地

図・古写真等を参照しながら旧地形の復元をおこない、遺構の遺存が想定される範囲をこの遺跡の範

囲とした。今回発掘調査を行う対象範囲は、道路改良工事により破壊される範囲のみの調査である。

上籠遺跡範囲内の発掘調査部分は、既存道路の両側への拡幅工事を行う計画の地点であった。集落内

で既に、宅地が新しい道路幅にまでセットバックしている状況での掘削作業ということで、個人宅等

への進入路を確保しながらの調査であったため、小面積調査区を小さく反転しながらの調査となった。

上籠遺跡での発掘調査は、平成１９年９月２８日からまず第３調査区の東側半分から着手した。表土

の剥ぎ取りにより出た土壌は、トラックで工事地内の別地点に運搬移動させながら生活道路の確保を

し、調査を進行させていった。

第１調査区は、まず西側半分の調査を先行して行い、終了後東側へと進めていった。第１調査区の

東側では、微高地の落ち肩は確認されておらず、遺構の遺存範囲は更に東側へと広がることが予想さ

れた。しかしその東側には現況道路から宅地へ上下水道、ガス管が引き込まれており、安全確保のた

め発掘調査を断念した。

第２調査区の中央部にも埋設管等があることから、調査区を２地点に分けた。調査区の東側は試掘

調査により、遺構が遺存していないことが確認されている。

第３調査区も東半分の調査後、西側の調査を行った。西側の調査では、微高地の西側への落ち肩が

みられ、その上層には遺物を包含する灰茶褐色砂質土が厚く堆積していた。確認された遺物には、強

いローリングを受け小破片になり摩滅したものと、ある程度形を残し廃棄後あまり動いていないと思

われるものとに分けることができた。

第４調査区の現況は田であり、表土は１回の剥ぎ取りで行った。第３調査区と同様の状況を示し、

微高地の西側への落ち際であった。遺物包含層も第３調査区同様に厚く堆積していたが、ローリング

を受けた小破片の遺物の出土する比率は少なかった。そして、平成１９年１１月７日に第４調査区の埋

め戻し作業を終え、上籠遺跡の発掘調査が終了した。

２．遺構と遺物
調査地内の微高地高所部は削平が著しく、遺構の遺存状況は極めて悪かった。検出遺構としては溝、

不定形土壙である。最も遺物の出土が多かったのは低地へ緩やかに傾斜する微高地肩部に堆積した遺

物包含層出土の遺物である。基本的な層順は（Fig.４）上から盛土、旧耕作土、床土、淡茶褐色砂質

土層、黄茶褐色粗砂混じり層（遺物包含層）の下は地山の黄褐色粘質土層となり、谷部はさらに、黒

灰褐色粘質土層（古墳時代遺物を含む）、灰茶褐色粘質土層、洪水砂となる。遺物包含層には弥生時

代から中世期までの遺物が混ざっているが、第４調査区で顕著にみられた下層の黒灰褐色粘質土層に

は古墳時代中期の高杯、小型丸底壷が比較的まとまってみられた。

第１調査区

この調査区の層順は、上から盛土、白灰色粘質土層、茶褐色粘質土層（灰褐色粘質土混じり）とな

っている。その下層が遺構検出面であり、微高地の基盤層で安定した灰黄色シルト層である。遺構精

第３章　上籠遺跡 第１次調査

－５－
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査作業を行ったが、後世の削平が著しく顕著な遺構は確認できなかった。

SK-０１（Fig.６）

西側調査区の壁際にて、緩やかな凹み状の遺構ＳＫ-０１を確認した。その範囲は調査区の外へ延び

ており、北側を攪乱に切られる。確認された遺構の規模は横幅１１５、縦幅５０cmである。埋土は、よ

く締まった暗茶褐色砂質土であり、土師器の小片が出土した。

第２調査区

第２調査区は、前述したように埋設管等の状況から２地点に分けて調査を行った。その西側を①区、

東側を②区と呼称する。

①区は、微高地の落ち際であり、ピット状、土壙、溝遺構などがみられた。ピット状遺構の埋土は

茶褐色粘質土で、検出時の平面規模は２０～３０cmであった。残存深さは５～２０cmであり、須恵器小破

片が出土するものもあった。南側調査区壁際には、浅い土壙状の遺構がみられた。埋土は灰茶褐色砂

質土であり、遺物等は出土しなかった。

SD-０１（Fig.６，PL.２）

この溝は、調査区南隅にて確認された。調査区の隅であり、溝肩約２.７ｍ、深さ８０cmがみられる

のみであった。溝幅は確認面で肩から底中央部まで７０cmあることから、折り返して１.４ｍ以上の溝

幅が推測される。溝底部の傾きは東から西方向に下がっており、西側谷部への排水機能を有していた

と考えられる。溝の配置は東西方向であり、上籠遺跡の範囲内にある微高地の範囲とも合致し、微高

地の縁辺部を巡るように掘削されていたと考えられる。出土遺物（Fig.７，PL.１４）１は甕の口縁破

片である。逆Ｌ字形を呈する。２は甕の体部破片である。外面には断面三角形の凸体が２条巡る。弥

生時代中期の遺物である。

②区は遺構面の削平が著しく、北側調査区の壁際にて土壙のみを確認した。浅い凹み状のものでど

ちらも調査区外に延びる。

ＳＸ-０１、０２と呼称する。０１の埋土は灰茶褐色砂質土であり、底面の凹凸が著しい。土師器の小破

片が出土している。０２は幅５０cmの細長い平面プランのもので、埋土は黄灰褐色砂質土であった。出

土遺物（Fig.７，PL.１４）３は、甕の底部である。やや丸みをもつ平底を呈する。弥生時代後期の特

徴をもつ。４は、表土剥ぎ取り作業中に出土した須恵器の高坏脚部破片である。四方に幅約８mmの

透かしをもち、底径は８.６cmである。

第３調査区

調査は、まず東半分の表土剥ぎ作業を行った。この地点の盛土が最も厚く、約４０cmあった。旧耕

作土と床土の直下が地山層であった。微高地の谷落ち肩部であり、微高地上にはピット状、土壙等の

遺構がみられた。谷部の上層には遺物包含層が堆積していた。西半の調査では、東から続く遺物包含

層の下層は谷の堆積であり、掘削により微高地と谷との関係を確認した後、埋め戻した。

Fig.４　第４調査区北側壁土層推積状況図（１/６０）

１耕作土
２床土
３淡灰褐色粗砂土層
４灰茶褐色粗砂土層
５黄茶褐色粘質土層（マンガン粒を多く含む）
６暗灰褐色粘質土層
７灰茶褐色粘質土層

８茶褐色砂質土層
９灰茶色砂質土層
１０暗茶褐色粗砂層
１１灰茶褐色粗砂層
１２灰褐色粗砂層
１３灰茶褐色粘質土層と粗砂層の互層
１４青灰色粗砂層



Fig.５　上籠遺跡第１次調査区位置及び遺構配置図（１/２００）
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SK-０１（Fig.６，PL.２）

この遺構は調査区北隅にて確認された遺構である。幅７０、長さ１２０cm、残存深さ約１０cmの土壙状

を呈する。底部にピット状の小さな凹みをもち、埋土は灰茶褐色砂質土であった。須恵器、土師器の

小片が出土している。

遺物包含層出土遺物（Fig.８，PL.１４）

５は、逆Ｌ字形を呈する弥生時代中期甕の口縁部破片である。第２調査区①で確認された溝と同時

期の遺物である。６～１０は土師器高坏である。６は坏部の破片で、坏部は途中屈曲点を有しやや外

反しながら上方に広がる。口径２１cmである。７も屈曲点をもって外反しながら開く坏部である。口

径は２７.４cmで、外部器面にハケ目が残る。８は脚部と坏部の一部が残る。脚の上部は柱状を呈し、

裾部はふくらみをもって広がる。坏部には明瞭な段を有する。底径は１３.４cmである。９の脚部はふ

くらみをもって広がり、裾部につながる。底径は１１.２cmである。１０の脚部は、脚柱部と裾部が明瞭

に別れている。口径は１０.６cmである。１１～１４は土師器の壺である。１１は小型の壺で、頸部はやや長

く屈曲しながら上方に広がる。口径は９.４cmである。１２は壺頸部の破片である。頸部は直線的に上方

へ延びる。口径は１５.３cmである。１３の壺内面にはヘラケズリ、外面にはハケ目が残る。口径は１３.６

cmである。１４の壺は谷落ち肩に廃棄された状態で出土した。胴部の最大径はその上部にあり、頸部

は一度大きく外反し、明瞭な段をもって直線的に上方へ延びる。口径２９.４cmである。１５～１７は甑の

把手の破片である。１５が最も細く反りもやや直線的である。その他はやや太く、屈曲も明瞭である。

１８～２６は須恵器の遺物である。１８は坏蓋の破片で、天井部はやや丸みを帯び、口縁との境に突出し

Fig.6 SK・SD・SX遺構実測図（１/４０）

Fig.７　SK・SD・SX出土遺物実測図（１/３）

１盛土
２旧耕作土
３茶褐色粘質土層
４暗茶褐色粗砂層
（マンガン粒を含む）
５茶褐色粘質土＆
黄褐色地山土混じり土層

６茶褐色地山土層
７黒褐色粘質土層
８黄褐色地山粒混じり土層
９黒褐色粘質土層
１０黄褐色粘質土＆黒褐色粘
質土ブロック混じり土層
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Fig.８　第３区谷内出土遺物実測図（１/２，１/３，１/８）
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た明瞭な稜をもつ。口縁端部は、外側につまみ出し、凹面となっている。口径は１３.２cmである。１９

の坏蓋破片に稜は無く、天井部と口縁部との境に凹線を巡らす。口縁端部は内側に段をもち、口径は

１４.５cmである。２０は坏身の破片である。身は浅く、口径は１４.０cmである。２１～２３は高台付坏であ

る。２１の高台は身の最端部に貼り付けられており、断面形は四角と呈する。底径は１０.２cmである。

２２の高台は、やや内側に貼り付けられており、底径は８.４cmである。２３は小型のものである。高台

の断面形は三角を呈し、底径は５.８cmである。２４～２６は、須恵器の壺である。２４は壺の口縁破片で

ある。口縁は大きく外反して広がり、端部外面は断面三角に豊厚させる。口径は１０.９cmである。２５

の口縁は大きく外反させ、端部は丸くおさめる。口径は２２.８cmである。２６は壺体部の破片である。

やや丸みをもって延びる体部は方部で大きく屈曲する。肩部の径は２１.８cmである。２７は羽口の端部

片である。一部被熱により黒色化している。２８、２９は土錘である。２８の最大直径は１.２、残存長は

Fig.９　第４区谷内出土遺物実測図（１/３）



３.２cmである。２９の最大直径は１.８、長さは３.２cmであった。３０は口縁が玉縁の白磁碗の破片である。

口径１６.２cmである。

第４調査区

第４調査区では、地山上にて数穴のピット状遺構を確認した。それぞれからの出土遺物は無いが、

谷内の遺物包含層から多くの遺物が出土した。

遺物包含層出土遺物（Fig.９，PL.１４）

３１～３６は土師器の高坏である。３１はほぼ完形で出土した。坏部は段をもって屈曲し、緩やかに外

反しながら広がる。脚部は直線的に広がり、裾部は短い。口径１９.３、底径１２.６、器高１２.３cmである。

３２は坏部の破片である。段をもって緩やかに外反して広がる。口径は２０.８cmである。３３は、ほぼ完

形で出土した。坏部は段をもって屈曲し、緩やかに外反しながら広がる。脚部は脚柱部と裾部の屈曲

が明瞭である。口径２２.４、底径１４.０、器高１５.１cmである。３４は脚部と坏部の一部である。坏部は

段をもって屈曲している。脚部は直線的に広がり、裾部は短い。底径１２.３cmである。３５は脚部の破

片である。脚柱部と裾部の屈曲が明瞭である。底径１２.２cmである。３６の脚部は直線的に広がり、裾

部は短い。底径１１.５cmである。３７～４０は小型丸底壺である。３７はほぼ完形で出土した手づくね土器

である。頸部は短く、最大口径５.８、器高６.０cmである。３８は完形で出土した。頸部はやや長く、端

部は丸く仕上げる。口径６.８、器高８.９cmである。３９の頸部は長く、直線的に広がる。口径８.２、器

高１０.１cmである。４０は破片である。頸部は直線的に開くものの、口縁端部はやや内湾する。復元口

径は７.０cmである。４１，４２は甕である。４１の器壁外面には縦ハケ目が、頸部内面には横方向のハケ

目が残る。胴部内面は頸部際までヘラケズリ痕が残る。口径１５.５cmである。４２の肩はなで肩で胴部

の最大径は下方にくると思われる。頸部は緩やかに外反し、口縁端部は面をもつ。口径は１４.６cmで

ある。４３は手づくねの鉢形土器である。胎土は荒く、器壁も荒れている。直火にかける目的で製作

されたと思われるが、内面に金属滓やガラス等の付着はみられない。最大口径１８.３、器高１１.３cmで

ある。４４，４５は須恵器の坏身である。４４の体部は丸みをもち、深い。口縁は直線的に立ち上げ、端

部は内面に小さな段をつける。口径１３.５、受部径１１.１cmである。４５の底部内面には同心円文の支具

の痕跡が残る。口径１４.６、受部径１０.０cmである。４６は磨製石斧である。体部やや下方の両側に凹み

があり、刃部には使用による欠損がみられる。最大幅４.１、残存長１１.１cmである。

３．まとめ
今回の発掘調査は、この道路改良工事に伴い新しく発見された遺跡の第１次調査となった。調査中

近隣の水田を耕作されている方から『かつてこのあたりは小高くなっていたのを、ある時期水田開発

のために削り平坦にした』との話があった。ちょうどそれを裏付けるように、微高地上の遺構は削平

が著しく、当時の状況が分かるような状況ではなかった。しかし、微高地の落ち肩と谷内には遺構と

遺物が遺存しており、微高地の利用の状況をうかがい知ることができる有効な資料となった。

まず、第３区の溝状遺構が注目される。微高地の縁辺部を巡ると考えられる溝で、弥生時代中期の

遺物が含まれている。土層の観察から、常時水が流れていたとは考えられないことから、微高地上に

当該期の集落があり、その周りを囲んでいた溝である可能性がある。その後、出土遺物がまとまる時

代は、古墳時代前期の始め頃の壺、中期の手づくね土器や高坏、小型丸底壺などは、微高地から谷に

向かって行われた水際祭祀の行為を表す資料と考えられる。古墳時代後期、古代の遺物も少なからず

出土し、中世の輸入陶磁器なども出土することから、長期間連綿とこの地は人々の活動の場となって

いたことが明らかとなるのである。狭小な調査区による調査であったが、第１次調査として、新発見

遺跡の性格を裏付ける貴重な成果を得ることができた。この道路整備を契期に、今後も発掘調査が行

われると思われるが、集落構造の解明や早良平野内での位置づけなど、課題は山積みである。

－１０－



１．調査の概要
戸切巡り町遺跡は、古くから耕作土に遺物が混じる等のことから遺跡の存在が想定されており、福

岡市文化財分布地図にも記載され、遺跡として周知されている。今回、道路改良工事に伴い恒久的建

造物である道路部分を対象に遺跡の有無を確認する試掘調査を行った。その結果、耕作土、床土の直

下にて遺構が始めて確認されたのである。今年度の調査は、現状が畑地、水田になっている発掘調査

可能部分において行った。

調査地は幅約１８mある道路の新設部分にあたり、全面の調査が調査対象地となったが、調査地内に

は現在使用している農道、水路等があり、調査地を３地点に分けて作業を行った。第１調査区は、水

路の東側、農道の南側区画である。調査面積は９６㎡である。第２調査区は水路の西側、農道の南側

である。ただし、掘削土置場の都合から東西半分ずつの調査となった。東側を①、西側を②とした。

調査面積は①②合わせて２８９㎡であった。第３調査区は、農道の北側三角地を指す。調査面積は１８㎡

であった。各調査区の遺構掘削終了時には、遺跡の立地が沖積地の中にあり遺構面が複数存在する可

能性も考えられ、また微高地形成状況の確認のため、遺構検出面を含めた掘削を行い土層断ち割りの

記録を行った（Fig.１１）。２００８年１月７日に第１調査区の表土剥ぎ作業から調査を始め、同年３月１

８日に第３調査区の埋め戻し作業をもって調査を終了した。

２．遺構と遺物
遺跡の基本層序は（Fig.１１）、約２０cmの耕作土と床土下には灰茶色砂質土層の各時代遺物を含む遺

物包含層がみられ、その直下が茶褐色粗砂層や青灰色シルト層等を基盤とする安定面となる。その上

面にてピット状、土壙状等の遺構を検出した。この微高地は、第２調査区②の西側では北西方向の谷

に向けて傾斜している。その上面には、弥生時代前期末の土器を多く含む灰黒色粘質土が体積してい

た。

第１調査区

調査区は最も西側に位置しており、遺構面は浅く表土・床土と約１０cmの厚さで堆積する遺物包含

層である灰茶褐色砂質土層を剥いだ面にてピット状、土壙状の遺構を検出した（Fig.１１）。遺構を検

出した基盤となる層は、青灰色シルト層、茶褐色粗砂層、黄茶褐色砂質土層など一様ではない。検出

したピット状遺構の径は１０～４０cm、深さは１０～２５cmである。その配置は散漫であり、建物の復元

などはできなかった。出土遺物は黒曜石のチップと土師器の小破片、須恵器小破片などが少量みられ

た。土壙状遺構は、全体的に平面は不定形を呈し、底面の形状も一定ではない。ＳＫ-０５（PL.４）は、

長軸約１.７、幅０.９mの不定形を呈しており、中央部は更に直径約５０cmの不定形状に窪んでいる。出

土遺物は須恵器、土師器の小破片がみられたが、その性格は不明である。ＳＫ-０６（PL.４）は北壁際

にて確認された土壙状の遺構である。平面形は壁際で３.５mみられ、調査区外へと延びている。埋土

は灰茶褐色粘土と粗砂の互層である。埋土の状況から水が溜まる状況にあったと考えられる。出土遺

物には、須恵器、土師器の小破片がみられた。

第２調査区

最も東よりに位置する調査区である。前述したように廃土置場の確保から東半、西半の２回に分け

て調査を行った。東半を①と呼称する。①区は全体的に後世の削平が著しく遺構の検出はみられなか

った。しかし、遺構面の上層に堆積する灰黄色砂質土内には、弥生時代から中世期までの小遺物が含

第４章　戸切巡り町遺跡 第１次調査

－１１－
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Fig.１１　調査区西側・北側土層推積状況図（１/６０）
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まれており、遺構の存在がうかがわれる。②区は①区同様に遺構の検出には至らなかったが、微高地

が北西に落ちた肩部から谷内にかけて、遺物の出土が顕著であった。谷内の堆積状況は、大きく上下

２層に分けることができる（Fig.１１）。上層の茶褐色砂質土層（粗砂混じり）は、谷部を含めてやや

広い範囲を覆っており、須恵器を含む古墳時代遺物がみられる。下層の灰黒色粘質土層は谷内の深い

部分に堆積しており、弥生時代前期の遺物がみられる。出土遺物（Fig.１２，PL.１５）４７～５５は谷内下

層出土の遺物である。４７～５０は甕の口縁部破片である。４７，４９の口縁下に沈線が巡り、４９の口縁端

部には小さい刻み目が施されている。５０の口縁端部は平坦に面取りされている。５１，５２は甕底部の

破片である。底部裾の張り出しはみられず、外面にハケメが施されている。５３～５５は壺底部破片で

ある。底径はそれぞれ９.７、８.４、４.３cmである。５６，５７は遺構検出時に出土した土錘と白磁椀の底

部破片である。

第３調査区

調査地の北側を東西に横切る農道北側三角地の調査区である。検出遺構は不定形土壙１基であった。

遺構は北側調査区壁際にて確認され、埋土は灰褐色砂質土（黄褐色粘土混じり）であった。幅約５０、

長さ６０cmがみられ調査区外へと延びる。遺物は出土していない。

３．まとめ
検出された遺構の密度は決して高いものではないが、谷を埋める土層には弥生時代前期後半の遺物

が多くみられ、また古墳時代の遺物を包む層が基盤層の上面を広く覆うことから、当該期の集落の存

在がうかがえる。今回の調査は第１次調査であり、今後の調査成果により集落構造などが明らかにな

ることを期待したい。

Fig.１２　戸切巡り町遺跡出土遺物実測図（１/３）



１．調査の概要
兵庫遺跡の発掘調査は、今回の道路改良工事に伴い先行して行われた埋蔵文化財の有無を確認する

ための試掘調査により、新たに発見された遺跡である。試掘調査の成果から、沖積地の中に残る微高

地上に遺構の遺存があり、その範囲は一定の広がりをもつことが分かった。古地図・古写真等を参照

しながら旧地形の復元をおこない、遺構の遺存が想定される範囲をこの遺跡の範囲とした。

今回の調査地は幅約１８mある道路の新設部分にあたり、全面の調査が調査対象地となった。調査地

内には後世の削平により遺構の遺存していない範囲と用地がまだ利用されている部分があり、調査地

を２地点に分けて作業を行った。現在も利用されている部分は今後発掘調査を継続して行う予定であ

る。第１調査区は、遺跡範囲の西端の調査区である。調査は、廃土処理の都合から東側、西側の順で

２回に分けて行った。面積は２６３㎡である。２００７年１１月１日から掘削を始め、１１月下旬に廃土を反

転、１２月１７日に埋め戻し作業を行った。第２調査区は、遺跡範囲の東端の調査区である。廃土処理

の都合から西側、東側の順で２回に分けて調査を行った。面積は４６４㎡である。２００７年１１月１４日に

掘削を始め、翌年３月１８日に埋め戻した。

２．遺構と遺物
出土遺物の主体を成すのは、弥生時代前期末から中期初頭のものである。当該期の遺構は壁立ち建

物、大型掘立柱建物、木製品の水漬け遺構である。また微高地間の谷部には多くの遺物が含まれてい

た。それ以外には古墳時代の溝、古代末の溝などが検出された。

第１調査区

遺跡の基本層序は（Fig.１５）、４０～６０cmの厚い盛土が全体を覆っており、旧耕作土と床土下には

黒茶色粘質土層の遺物包含層がみられ、その直下が茶褐色砂質土層や灰褐色粗砂混じり層等を基盤と

する安定面となる。その上面にて遺構を検出した。この微高地は、西側に緩やかに傾斜しており、調

査区西半の調査では残存は悪いものの遺構が検出されたが、東半の調査区は地山の削平が著しく遺構

の良好な遺存はみられなかった。今回の調査では調査区西側を中心に、構造の異なる壁立ち建物を４

棟検出した。

SD-０１（Fig.１４）

調査区北西隅にて検出した水溜まり状の遺構である。２×３mの平面規模が確認され、底部は漏斗

状に一個所深くなっている。埋土は（Fig.１５）、粗砂、砂質土、礫、拳大礫などが層状に堆積してお

り、水の強い作用と関係する性格をもっていたことを裏付けている。出土遺物（Fig.１８，PL.１５）に

は、５８の須恵器つまみ付坏蓋がみられる。つまみ部は宝珠形を呈しており、直径１.６cmである。遺構

の埋没時期は、出土遺物から７世紀代と考えられる。

SD-０２（Fig.１４）

調査区西側にて検出され、ＳＤ-０３とほぼ平行する溝である。幅約２０、長さ３００cmが確認された。

遺構の残存深さは約１０cmで、どちら側に流れていたかは不明である。遺物は、摩滅した土師器小破

片が出土している。

SD-０３（Fig.１４）

調査区西側で検出され、ＳＤ-０２とほぼ平行する溝である。N-３２°-Eの方位を有し、直線的に幅１.３、

長さ７mが確認された。埋土は（Fig.１５）、上下２層に分けることができ、上層は淡灰茶色砂層、下

第５章　兵庫遺跡 第１次調査
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層は暗茶色粘質土層である。土層の観察から、遺物包含層の上面から掘り込まれており、包含層形成

後に機能していたことが明らかである。底部の傾斜は南西から北東方向である。遺物は、摩滅した土

師器小破片が出土している。

SD-０４（Fig.１４）

調査区南西隅にて検出された溝である。片側肩の検出長は約５.５mあり、ＳＢ-０３を切る。その幅は、

調査区外へと延びており不明である。N-３８°-Wの方向をとり、検出部分での底面レベル差が少ない

ため傾きの方向は不明である。埋土は、黄灰褐色砂質土であった。遺物包含層を切っており、出土遺

物には摩滅した土師器小破片がみられる。

SB-０１（Fig.１６，PL.７）

ＳＤ-０３とほぼ方向を揃えるように検出された壁立ち建物である。ＳＰ-１と６の間は試掘トレンチ

により失われている。N-４０°-Eに長い１×２間の建物で柱間には溝や杭痕などがみられる。梁間は

芯々で約１.５m、桁行は全長で約４.５m。桁間は梁間より大きなスパンとなる。北西側の柱穴から、

時計回りにＳＰ-１～６まで番号を付した。６穴の柱穴状の平面規模は４０～７０cmの不定形を呈してお

り、残存する深さは約２０～５０cmである。各柱穴の埋土中には黒灰色粘質土と地山粒が混じる層があ

り、共通性をみることができる。建物の南側区画をなすＳＰ-１、２、５、６の間は、幅２０～２５cmの

溝状と凹み状の遺構でつながっている。柱穴同様、黒褐色粘質土を主体とする土壌で埋められており、

焼土等はみられなかった。それに対して北側区画のＳＰ-２と３、ＳＰ-４と５の間には小さな杭状の痕

跡がみられる。杭状痕跡の規模は２～１５cmのほぼ円形を呈し、残存する深さは５～１５cmである。Ｓ

Ｐ-３と４の間にはピット状の遺構はあるが、他の痕跡はみられなかった。そして、溝状遺構の底部

等に杭状の遺構はみられなかった。柱間にみられる溝状、杭状遺構どちらも壁を立てるための構造物

の痕跡であるが、同一建物内で異なる構造が使用されていることになる。

建物規模としては１×２間、１.５×４.５mの小規模なものであり、さらにＳＰ-２と５間に壁を立て

た痕跡があることから、２部屋としての利用が想定される。

出土遺物（Fig.１８，PL.１５）は極めて少なく、弥生土器片が出土した。５９はＳＰ-３から出土した

甕の口縁部破片である。口縁端部外側を断面三角形につくっており、刻目等はみられなかった。遺構

の配置関係からＳＤ-０３と強い関係にあるようにも思われたが、その埋土に大きな差異があり、遺物

包含層との関係からも時代差は歴然としており、等高線に平行するという地形的な規制を受けて同方

向につくられたものと考えられる。遺構の時代は、出土遺物が少なく不確定であるが、遺物から弥生

時代前期末中期初頭頃と考えられる。

SB-０２（Fig.１６，PL.７）

調査区南側、ＳＢ-０１の南東側で検出された壁立ち建物である。ピット状の遺構が連続して、ほぼ

方形に巡る遺構である。北西・南東辺が約２.０m、南西・北東側辺長が約１.８mである。北西列の遺存

がやや良好であり、その方位はN-４１°-Eをとる。溝の幅は２０～４０cmである。埋土はＳＢ-０１同様、

黒灰色粘質土を主体とするもので、四隅に特別な構造の痕跡はみられなかった。

出土遺物は極めて少なく、北西側溝から弥生土器の小破片が出土している。また、建物中央部に近

いピット状遺構からも弥生土器の破片が出土している。茶褐色を呈する土器片で器壁外面は、細かい

ハケメの後、撫で消しの調整を施している。

SB-０３（Fig.１７，PL.８）

調査区南西隅にて検出された壁立ち建物である。２間分の柱穴とその間をつなぐ溝状遺構が確認さ

れた。柱列の方向はN-７５°-Wであり、２間の柱間はどちらも約１.８mである。柱穴の残存する深さ

は３０～５０cmである。溝の幅は約１０～３０cmであり、残存する深さは約１０～１５cmである。溝の底面は



Fig.１３　兵庫遺跡第１次調査区位置及び遺構配置図（１/３００）
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比較的平坦であり、緩やかな凹凸がみられる。埋土は黒灰色粘質土であり、遺構廃棄後大きな削平を

受けており、その後黒褐色の遺物包含層が堆積している状況が調査区南壁の土層観察から明らかとな

っている。出土遺物は無く、掘削時期は土層堆積状況などから、他の壁立ち建物群と近い時期のもの

と推測される。

SB-０４（Fig.１７，PL.８）

調査区北側中央、ＳＢ-０１の北東側にて検出された壁立ち建物である。小さなピット状の遺構と杭

状の痕跡が略方形に巡るものである。ピット状遺構は直径２０cm前後、残存する深さは１０～２０cmであ

る。杭状遺構は直径１０cm以下のもので、残存する深さは５～２０cmである。ＳＢ-０１とほぼ同方位の

N-４２°-Eをとり、北西・南東辺が約２.０m、南西・北東側辺長が約２.１mである。四隅に特別な構造

の痕跡はみられなかった。ＳＢ-０１との間にＬ字形の杭列がみられ、柵ないしは同様の建物が存在し

た可能性が考えられる。遺物は小破片を含めて出土していない。

壁立ち建物について
北部九州の弥生時代前期末中期初頭の住居群の中には、炉をもたない納屋や作業場と考えられる小

型の住居を伴う場合があることが知られている。今回検出された小型建物群は、壁立ち構造の平地式

建物であり、その規模は一辺２m前後とほぼ近似しており、近接して配置されているにも関わらず、

その詳細な構造が異なる点が特徴である。０１は四隅にやや大きい柱を立て、一部屋分はその間を溝

でつなぎ、もう一部屋分は杭を打つ構造である。０２は四隅には柱を立てずに溝だけが巡る構造であ

る。０３は四隅に小さめの柱を立て、その間を溝でつなぐ構造の部屋を連結させている。０４は杭の打

設のみで柱構造を伴わない構造である。このように４基とも異なる様相を示している。

このような構造形態をもつ遺構の類例を他遺跡資料で概観したい（Fig.１９）。まず弥生時代前期末

頃の小型住居とされているものである。

①は、博多区金隈の持田ヶ浦古墳域で検出されたものである。一辺約３.２mのほぼ方形を呈する竪

穴住居である。壁溝が巡り、四隅に小穴がみられる。床面上に柱穴はない。明らかに平地式住居では

Fig.１５　第１調査区北側壁土層推積状況図（１/６０）

１攪乱
２盛土
３旧耕作土
４灰茶色砂質土層
５床土
６灰褐色砂層

０７淡茶褐色砂質土層
０８粗砂層
０９砂礫層
１０拳大の礫層
１１礫層
１２淡灰褐色砂質土層

１３暗茶褐色粘質土層
１４茶褐色粘質土層
１５黒茶褐色砂質土層（遺物包含層）
１６黒褐色粘質土層（遺物を少量含む）
１７茶褐色砂質土層
１８暗茶褐色砂質土層

１９灰褐色粗砂混じり土層
２０暗茶褐色粗砂層
２１灰白色砂質土層
２２黄褐色粘質土粗砂混じり土層
２３灰白色粘質土層
２４黄灰色粗砂層

２５灰白色砂層
２６茶灰色粗砂層
２７灰白色粗砂層



－１９－

Fig.１６　第１区SB-０１・０２遺構実測図（１/４０）
１灰茶褐色粗砂層
（地山粒を含む）
２灰褐色粘質土層
３黄褐色地山ブロック
４地山ブロック
５黒灰色粘質土層
（地山ブロックを含む）

１灰褐色粗砂混じり土層
２淡灰褐色粗砂混じり土層
３黄灰褐色粗砂混じり土層
４灰茶褐色粘質土層
５黄茶褐色粗砂混じり土層
６黒灰色粘質土層

１茶灰色粗砂混じり土層
２灰褐色粗砂混じり土層
３灰茶色粘質土層
４黄灰色粗砂混じり土層
５黒灰色粘質土層

１明灰黒色粗砂混じり土層
２灰黒色粗砂混じり土層
３黄褐色地山ブロック
４暗灰黒色粘質土層
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ないが、削平が著しければ、同様な状況を示す可能性があり、図示した。

②は、博多区新和町の雑餉隈遺跡第５，８，１０次調査検出住居である。幅２０cmの溝が、平面形

３×３.６mの長方形を呈するように巡る遺構である。溝内には四隅を含め幾つかの小穴がみられ、中

央部床面には焼けた部分がある。入口構造もみられる。時代を示す出土遺物はないが、周辺には前期

の遺構がみられる。

③は、博多区井相田の井相田Ｃ遺跡第３次調査検出の住居である。３.５×４.２mの長方形を呈する。

２本の主柱穴をもち、壁溝内に２×３間分の柱穴がみられる。前期の住居と考えられている。

④～⑥は博多区福岡空港内の雀居遺跡第１２次調査の円形溝とされて家畜小屋と想定されている遺

構である。同１０次・１３次調査においても数基の円形溝が調査されている。今回は１２次調査の３基を

取り上げる。遺構の切り合い関係から前期中ごろ以前と考えられている。

④平面形は楕円で、長軸１.４、短軸１.２mである。溝の底に深さ１３cm前後の小ピットが連続してみ

Fig.１７　第１区SB-０３・０４遺構実測図（１/４０）

Fig.１８　第１区SD・SP出土遺物実測図（１/２・１/３）
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①　博多区金隈 持田ヶ浦古墳域 ②　博多区新和町 雑餉隈遺跡第5，8，10次方形周溝58

③　博多区井相田 井相田C遺跡第3次SC44 ④　博多区大字雀居 雀居遺跡12次SS01

⑤　博多区大字雀居 雀居遺跡12次SS02・SS03 ⑥　博多区大字雀居 雀居遺跡12次SS04

 

Fig.１９　小型壁立ち住居、家畜小屋類例（１/６０）
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られる。最も規模の小さい遺構である。

⑤２基の円形溝が切り合っている。遺存の良好な遺構の平面は楕円形を呈しており、復元直径は約

３.５mと考えられる。

⑥やや長い楕円形で、長軸２.３、短軸２.３mである。幅１５cmの溝の中に３９個の小ピットが並んでいる。

以上市内で確認されている同時代と思われる類似遺構と比較すると、ＳＢ-０４は杭だけで構成され

ており、雀居遺跡の家畜小屋と考えられている遺構と共通性がある。ＳＢ-０１の柱穴の掘り方は大き

く、柱の強度も高く恒久的構造物であったと推測される。ＳＢ-０３も同様であるが、建物内空間の中

央に壁を立て狭い複室構造にして、狭小な空間と臨機応変とも思える多様な構造が、この遺構の性格

解明のカギであるように思われる。

その他の遺物（Fig.１８・２０，PL.１５）
ＳＰ-１２はＳＢ-０２の東側に位置し、直径２５、残存深さ２５cmのピット状遺構である。ＳＰ-１１と溝状

の遺構でつながっているが、それ以外の展開は確認されなかった。６０はＳＰ-１２から出土した甕底部

である。底径７.６cmで、底部中央部だけが少し上げ底になる平底である。外面は細かいハケメが低位

まで施されており、内面には木口の跡が残る。

ＳＰ-１４はＳＰ-１２のさらに東側に位置する、長軸４０、短軸２０cmの楕円形を呈し、残存深さ２５cmの

ピット状遺構である。６１が出土した。屈曲甕の胴部の破片である。外面器壁には条痕が残るが、屈

曲の角度はゆるい。

ＳＰ-１３はＳＰ-１２の東側に位置する。長軸５０、短軸３５cm、残存深さ約１５cmの凹み状の遺構である。

６２はＳＰ-１３から出土した無茎の黒曜石製鏃である。先端と脚が欠損しているが残存長２.３、残存幅１.

６、厚さ０.４cmである。

６３～７３は、遺構検出面の上面を覆う遺物包含層からの出土遺物である。６３，６４は刻目突帯文土器

の口縁破片である。破片のため口径等は不明である。６５～６７は底部の中央部が上げ底気味になる甕

底部破片である。底径はそれぞれ６.４、７.５、７.４cmである。６８は底部に焼成後穿孔をもつ甕底部で

ある。底径は６.６cmである。６９は底部裾が広がり、外面くびれ部に圧痕が残る甕底部片である。口径

７.６cmである。７０，７１は底部裾がすぼまるタイプの甕底部である。底径はそれぞれ７.０、６.６cmであ

る。７２は壺の底部で、底径は３.７cm。７３は無茎黒曜石製鏃で全長３.８、幅１.８cm、断面は薄い菱形で

あり厚さは０.４cmである。

Fig.２０　第１区遺物包含層出土遺物実測図（１/２・１/３）



Fig.２１　兵庫遺跡第１次調査第２区遺構配置図（１/１００）



第２調査区

調査は試掘の成果から、約３５０㎡の調査区を設定して行った。地勢は西側が黄灰色粘質土層などを

主とする安定面であり、溝、柱穴、土壙などの遺構を検出した。東側は、谷状に緩やかに落ちており、

谷内に堆積する黒色土からは多くの遺物が出土した。谷内土壌には多くの遺物が含まれているため、

東側に調査区の拡張を行った。拡張区から黄褐色の安定面が確認され谷の範囲がほぼ明らかとなった。

この安定面は、周辺の試掘成果と照合すると、南から続く舌状を呈する安定地と思われる。その範囲

は不明であるが、中洲状となる可能性も考えられる。遺跡の基本層序は（Fig.２２）、２５～４０cmの旧

耕作土と床土下には灰茶褐色粘質土層の遺物包含層が微高地上に部分的にみられ、その直下が黄灰色

粘質土層や灰白色粘土層等を基盤とする安定面となる。その上面にて遺構を検出した。今回の調査で

は調査区西側を中心に、掘立柱建物２棟、土壙６基、溝１条を検出した。

SB-０１（Fig.２３）

この掘立柱建物は、調査区中央部北側にて検出された。周辺には幾つかの柱穴が分布しており、そ

の中で建物として復元された一棟である。遺構の範囲は調査区北側に広がっており、方位をN-２１°

-Eにとる３間×３間以上の建物である。ＳＰ-１は北側調査区壁の際に位置しており、一部は調査区外

へ広がる。長楕円形を呈すると思われ、残存深さは約２５cmである。出土遺物はない。ＳＰ-２は直径

約４０cmのほぼ円形を呈する柱穴で、建物の角にあたる。残存する深さは約１０cmであり、遺物は出土

していない。ＳＰ-４はＳＰ-３に切られる。ＳＰ-４は長軸４０、短軸３０cmの楕円形を呈し、残存する深

さは約１０cmであった。遺物は出土していない。ＳＰ-５はＳＰ-６を切っている。ＳＰ-５は直径約３５

cmのほぼ円形を呈しており、残存する深さは約６cmであった。遺物は出土していない。ＳＰ-１２は直

径約４５cmの略円形を呈する、建物角の柱穴である。残存深さは２０cmである。弥生土器の小破片が２

点出土している。ＳＰ-１３はＳＰ-１４を切る。ＳＰ-１３は長軸４０、短軸３５cmの隅丸長方形を呈し、残存

する深さは２０cmである。弥生土器片が２点出土している。ＳＰ-１６はふたつの小ピットに切られる。長

軸４５、短軸４０cmの長楕円形を呈し、残存深さは２０cmである。弥生土器の小破片が２点出土している。

梁間は芯々で約３.３mであり、柱間は１～１.１５mである。桁間は１.３～１.５mと梁間よりやや長い。埋

－２３－

Fig.２２　第２調査区北側壁土層推積状況図（１/６０）

１耕作土
２床土
３灰褐色粘質土
４茶褐色粗砂層
５黒褐色粘質土層
６黄灰色粘質土粗砂混じり土層
７黄灰色粗砂層

８灰白色粘質土層
９黄灰色粗砂層
１０灰褐色粗砂層
１１暗黄灰色砂質土層
１２灰褐色粘質土層
１３灰褐色砂質土粗砂混じり土層
１４杯褐色粘質土層



土は茶褐色～灰黒色の土である。出土遺物が少なく構築時期の断定はできないが、弥生時代以降の遺

物はみられないため、周辺遺構と同時期と考えておきたい。

SB-０２（Fig.２３）

この柱列は、ＳＢ-０１の東側で検出された。方位をN-１８°-Eにとる３間分である。ほぼＳＢ-０１と

平行するが、どのように展開するか不明である。北端の柱穴は調査区の際にあたり遺構の一部は調査

区外へ広がる。長軸４５、残存深さ２０cmである。２穴目はＳＰ-２３である。小穴に切られ、長軸３０、

短軸２５cmの楕円形を呈し、底面は一部が深くなっている。残存深さは２０cmである。弥生土器片が出

土している。３穴目はＳＰ-２４である。直径２０cmの不定形を呈し、残存深さは１６cmである。弥生土

器片が出土している。南端の柱穴は直径約２０cmの略円形を呈し、残存深さは８cmである。柱間は

芯々で北から約１.２、１.１、１.２mである。遺構の時代は、出土遺物が少なく不明であるが、弥生時代

の範疇におさまるものと考えられる。

SK-０１（Fig.２５，PL.１０）

この土壙は調査区西寄り、微高地の落ち際に位置する。北側のＳＫ-０２とは、幅４０cmの溝でつなが

っている。平面は長軸２.１、短軸１.９mの楕円形を呈し、残存する深さは約５０cmである。覆土は灰黒

色粘土が主で、黄褐色粗砂が間層としてはいる。多くの木製遺物が出土した。諸手鍬の未製品、エブ

リの未製品、太型蛤刃石斧柄などがあり、木製品は土壙の壁側に寄せているものが多かった。木の先

－２４－

Fig.２３　第２区SB-０１・０２遺構実測図（１/６０）
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端を尖らせた杭も打たれているが、木製品に打たれているものや、杭のうち数本は土壙の底面にとど

いていないものもあり、土壙がある程度埋没した後、乱杭が打たれたことが分かる。木器は未製品、

未加工品であったが、石斧柄１点だけが廃棄品であった。

出土遺物（Fig.２６・２７・２８・２９，PL.１５・１７）７７は如意形口縁の甕上半部破片である。外面頸部下に

沈線が一条めぐる。口径は２５.２cmである。７８，７９は口縁部を断面三角形につくる甕である。７８は口

縁下に断面三角形の突帯を一条貼り付ける。口径１５.２cmである。７９は甕口縁部の破片である。内面

は指押さえ、断面三角形の口縁端部に淡い刻み目を施す。８０～８２は甕底部である。８０は厚底を呈し、

裾の張り出しが強い。底径は７.４cmである。８１は平底のもので底中央部がやや上げ底になっている。

底径６.３cmで内面には煤が付着している。８２平底で底部の上げ底が強いものである。底径６.４cmであ

る。８３は壺の底部破片である。底径１３.２cmである。８４は土壙内東壁近くで出土した諸手鍬の未製品

である。荒加工だけをしたもので、刃部や柄孔は、まだ加工されていない。全長５５.１、最大幅２２.１

cm。柄穴隆起は菱形を呈し、長軸２２、短軸１０.８、隆起高４.２cmである。刃部の幅は２２.１と１８.８cm

で、厚さは約３cmである。木取りはカシ材の柾目取りである。８５は土壙内南東部の壁際で出土した

不明木製品の破片である。木取りは板目取りで、内側に向けて緩やかに弧を描く。全長３６.５＋α、幅

１６.４、厚さ１.４cmである。８６は土壙内南側で諸手鍬、エブリ未製品などと出土した板状木製品であ

る。出土時はほぼ完形であったが、上面から杭が打たれており、取上げ時に約１/３が小片に崩れた。

形状は隅丸長方形を呈しており、片面は緩やかに弧を描いている。全長３７.２、厚さ約２cmで、木取

りはカシ材の板目取りである。８７は土壙内北側やや西寄から出土した舟底形を呈する加工材である。

板面に加工痕が残る。全長７０.８、最大幅２０.２、最大厚７.８cmである。割さい後、板面は丁寧に加工

されているが一方の側縁部には樹皮を残す。木取りはカシ材の板目取りである。８８は土壙内中央部

やや北側で石斧柄とともに出土した角材である。幅６.９、厚さ４.１、長さ２０.４cmの角柱状に加工され

ている。８９は土壙内南壁近くで板状木製品、エブリ未製品などと出土した出土した諸手鍬の未製品

である。８４の諸手鍬よりも更に加工を進めているが柄孔は、まだ穿孔されていない。全長４０.６、最

大幅２０.２cm。柄穴隆起は楕円形を呈し、長軸１０.６、短軸８.４、隆起高３.４cmである。刃部の幅は２０.２

と１９.４cmで、厚さは約１cmである。木取りはカシ材の柾目取りである。９０は土壙内中央部やや北側

で角材とともに出土した太型蛤刃石斧柄である。柄の部分は欠損しており、頭部のみである。残存長

３３.６cmである。石斧挿入孔の最大径は９.１×４.１cmであり、最小径は７.２×２.１cmである。樹種は不

明である。９１は土壙内南側壁際で諸手鍬、板状木製品などと出土したエブリ未製品である。柄孔は

穿孔されておらず、刃も加工されていない。面形はほぼ台形を呈しており全長１８.２、頭部幅２３.８、
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Fig.２４　第２区SD・SP出土遺物実測図（１/２・１/３）
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Fig.２５　第２区SK・SD遺構実測図（１/４０）

１黒茶色砂質土層
２茶褐色砂質土層
３灰白色粘質土層
４灰黒色粘質土層

５黄茶褐色砂層
６灰黒色粘質土灰白色粘土ブロック混じり土層
７灰黒色粘質土
８灰黒色粘土灰白色粘土粒含む

１黄茶褐色粗砂混じり土層
２黒灰色粘土層
３黒灰色粗砂層
４黒灰色粘土層

５灰褐色砂層
６黒灰色粘土層
７灰褐色砂＆青灰色粘土混じり土層

１灰黒色粘質土層
２灰褐色粘土＆黄灰色粗砂混じり土層
３灰黒色粘土層
４灰黒色粘質土層（粗砂含む）
５灰茶褐色粗砂層

１灰黒色粘質土層
２青灰色粗砂層（灰黒色粘質土混じり）
３灰黒色粘質土（１より粘性が強い）
４青灰白色砂質土層
５青灰色砂＆黒灰色粘質土混じり層
地山は青灰色シルト

１黄灰色粘質土粗砂混じり土層
２灰黒色粘質土層
３灰褐色砂質土層
４黄褐色粗砂層
５灰褐色粘質土層
６灰黒色粘質土粗砂混じり土層

７灰褐色砂質土層
８灰褐色砂質土層（黄褐色ブロック混じり）
９灰褐色砂＆黄褐色砂の互層
１０灰白色粘土ブロック
１１黄灰色粗砂層
１２黄褐色粗砂層



刃部幅２７.８cmである。柄孔される部分は厚く削り残されており、最大厚さ２.４cmである。木取りは

カシ材の柾目取りである。遺構が埋没した時代は、出土遺物から弥生時代前期末、中期初頭と考えら

れる。

SK-０２（Fig.２５）

この土壙は調査区西寄り、微高地の落ち際に位置する。南側のＳＫ-０１とは、幅４０cmの溝でつなが

っている。平面は長軸２.４２、短軸２.２５mの楕円形を呈し、底面の一部は深くなっており残存する深

さは６２cmである。覆土は灰黒色粘土が主で、灰褐色砂が間層としてはいる。多くの遺物が出土した。

出土遺物（Fig.３０・３１・３２・３３・３４，PL.１６・１８）９２～９６は甕である。９２は遺物溜まりの最上位から

ほぼ完形で出土した如意形口縁の甕である。外面は細かいハケ目が縦方向に施されている。口径２３.２、

底径７.０、器高２５.４cmである。９３は如意形口縁の甕破片である。口縁端部の刻み目はやや下位で、

密度は粗である。口径２３.２cmである。９４は外湾が強い如意形口縁の壺である。器壁の摩滅が著しく、

外面に煤が付着している。口径は１６.６cmとやや小型である。９５は如意形口縁の甕で、頸部下にハケ

目調整後断面三角形の突帯を一条貼り付ける。口縁端部と突帯には刻み目が施されている。口径２２.３

cmである。９６も如意形口縁の甕で、頸部下にハケ目調整後断面三角形の突帯を不整形に一条貼り付

ける。内面の指押さえ痕が顕著に残る。口縁端部と突帯には刻み目が施されている。口径１９.２cmで

ある。９７，９８は広口壺の口縁破片である。２点とも大きく外開きする頸部の上端に粘土板を水平に

貼り付けて幅広の口縁部をつくっている。９７は口縁端部の上下端に刻み目を加えており、口径４２.２

cm。９８は口縁端部下端にのみ刻み目を加えている。口径４０.８cmである。９９は一部が欠損している土

製投弾である。残存長３.４、最大径２.１cmである。１００は軽石である。加工痕は特にみられない。１０１，

１０２は砥石である。１０１は三面を砥石として使用しており、背面は剥離している。１０２は砂岩質の砥

石である。四面に砥石としての使用痕がみられる。１０３，１０４は玄武岩製石斧である。１０３は太型蛤刃

石斧の刃部片である。１０４は石斧の基部である。全面に敲打が施されている欠損品である。１０５は土壙

内ほぼ中央部より出土した鋤柄である。残存長５３.３cm、握部孔が三角形を呈しており、握部と柄部

との境に浅い掘り込みを１周まわす。握部内幅６.８、握部内長８.１cmである。柄断面は楕円形であり、

－２７－

Fig.２６　第２区SK-０１出土遺物実測図１（１/３）



－２８－

Fig.２７　第２区SK-０１出土遺物実測図２（１/４）



－２９－

Fig.２８　第２区SK-０１出土遺物実測図３（１/４）



－３０－

Fig.２９　第２区SK-０１出土遺物実測図４（１/４）



柄径は長軸３.２、短軸２.１cmである。木取りはカシ材の柾目取りである。１０６は土壙の南側最下層か

ら完形で出土した太型蛤刃石斧柄である。全長６８.４cmであり、石斧着装孔の内径は４.３×３.４cmであ

る。柄握部の断面は楕円形であり、最細部は４.１cmである。１０７は土壙内中央部やや北寄りから出土

した建築部材である。端部の片方先端を二股に加工しており、横木を受ける柱の部材と思われる。受

けの幅は約４cmであり、基部は折損している。柱径は約８cmである。１０８は土壙内やや西寄りにて

出土した割さい材である。丸太を縦にみかん割り状にした材である。全長５９.１、幅２０.１、厚さ９cm

で一方の側縁部には樹皮が残る。木取りは柾目取りである。１０９は土壙内西寄りで出土した杭状の遺

物である。端部の片方を杭状に加工しており、樹皮が付いている。残存長３０.５、直径８.４cmである。

１１０は土壙内東側壁寄りで出土した大型の不明木製品である。丸太の一部を削って形を成形している。

樹皮が付いており、木取りは正柾目ではないが、博多区雀居遺跡第１２次調査第４号凹地出土の全長６０

cmを越える諸手狭鍬や、西区拾六町ツイジ遺跡の前期初頭の遺構から出土している全長７０cmを超え

る諸手鍬と同系鍬の未製品と考えられる。全長８５.６、幅１７.４cmである。遺構の時期は、出土遺物か

ら弥生時代前期末、中期初頭ごろと考えられる。

SK-０３（Fig.２５，PL.１２）

この土壙は調査区西寄り、微高地の落ち際の南側調査区壁際に位置する。ＳＫ-０１の南側になる。

遺構の一部は調査区外へ広がっており、幅約８０cmの長楕円形を呈すると考えられる。壁際に位置す

るため壁面の土層堆積の観察ができ、土壙が埋まった後遺物包含層が堆積した状況を確認することが

できた。覆土は灰黒色粘土と灰茶褐色粗砂などである。板状で表面が摩滅した木製品が１点みられた。

出土遺物（Fig.３６，PL.１６）１１７は甕の口縁部破片である。口縁端部は直立する口縁に粘土帯を貼

り付けて断面三角形につくるものである。口径１８.８cmである。１１８は甕の底部破片である。底径１１.０

cmの平底であり、底部の中心部がやや上げ底になっている。遺構の時期は、出土遺物から弥生時代

前期末、中期初頭と考えられる。

SK-０４（Fig.２５，PL.１２）

この土壙は調査区西寄り、微高地の落ち際に位置する。南西側にはＳＫ-０５が、北東側にはＳＫ-０６

がみられる。平面は長軸１.６、短軸１.４mの楕円形を呈し、底面の一箇所が長軸１.５、短軸０.８mの長

楕円形に深くなっている。残存する深さは約６０cmである。覆土は灰黒色粘質土が主な層である。土

器、木製品などの遺物は主に、確認できる最上層から出土した。弥生時代前期末頃と考えられる。

出土遺物（Fig.３５，PL.１６・１９）１１１～１１３は甕である。１１１は、土壙の上層からつぶれた状態で出

土した甕である。如意形口縁の傾きは強く、外器面にはやや粗いハケ目が残る。底部は中央部が上げ

底になる平底で、焼成後と思われる穿孔が施されている。口径２５.４、底径７.６、器高２６.１cmである。

１１２は如意形口縁の甕上半部破片である。口縁の傾きは強く外反し、端部下に刻み目が施され、外面

頸部下に沈線が一条めぐる。口径は２９.４cmである。１１３は甕の底部である。外面器壁には粗いハケ

目がのこり、内面には炭化物が付着している。底径は８.０cmである。１１４は玄武岩の打製石斧の破片

である。打列のみをおこなっており、刃部となる部分の一部が欠けている。１１５は土壙覆土の上層か

ら出土した筒型容器の未製品と思われる。黄断面は長径９.６、短径８.１cmの楕円形を呈し、長さ２０.１

cmである。外面には上下２ヶ所に幅１.５cm前後の突帯をつくり出している。内側の刳りぬきは未完

である。樹種は未分析のため不明である。類例として長崎県田平町の里田原遺跡からは突帯形状は異

なるが同様の筒型容器があり、また佐賀県唐津市の千々賀遺跡からは、この容器の底板、蓋板と思わ

れる漆塗りの製品がみられ、韓国慶尚南道茶戸里遺跡では２本１組の細い突帯が上下２組付く漆塗筒

型容器が出土している。１１６は板状のカシ材であり、全長３１.２、幅１３.５、厚さ５.２cmである。顕著な

－３１－



－３２－

Fig.３０　第２区SK-０２出土遺物実測図１（１/２，１/３）



－３３－

Fig.３２　第２区SK-０２出土遺物実測図３（１/４）

Fig.３１　第２区SK-０２出土遺物実測図２（１/３）



－３４－

Fig.３３　第２区SK-０２出土遺物実測図４（１/４）



－３５－

Fig.３４　第２区SK-０２出土遺物実測図５（１/４）



－３６－

Fig.３５　第２区SK-０４出土遺物実測図（１/３）



加工痕はなく、１箇所細い孔がみられるが植生によるものと思われる。木取りは斜め柾目取りである。

SK-０５（Fig.２５，PL.１２）

この土壙は調査区西寄り、微高地の落ち際に位置する。南側には木製品が大量に出土したＳＫ-０２

が隣接する。平面は長軸１.６、短軸０.８mの不定楕円形を呈し、底面には小穴が数穴みられる。残存

する深さは約２０cmである。底面の状況は隣接するＳＫ-０２と異にする。出土遺物は弥生土器小片が１

点のみ出土している。

SK-０６（Fig.２５，PL.１２）

この土壙は調査区東寄り、微高地の落ち際北側に位置する。平面は長軸２.１、短軸１.１mの不定形

を呈し、底面の一部はやや深くなっており残存する深さは約３０cmである。

出土遺物（Fig.３７，PL.１６）１１９～１２２は如意形口縁甕の口縁部破片である。強く外湾しており、

口縁短部下位に刻み目を施す。１１９の口径は２３.０cm、１２０は２５.４cmである。１２３は平底の甕底部であ

り、内面には炭化物が付着する。底径８.９cmである。１２４は広口壺の口縁破片である。大きく外開き

する頸部の上端に粘土板を水平に貼り付けて幅広の口縁部をつくっている。口縁端部の上下端に刻み

目を加えている。１２５は壺の底部破片で、底径８.８cmである。遺構の時期は、出土遺物から弥生時代

前期後葉ごろと考えられる。

SD-０１（Fig.２５，PL.１２）

この溝は調査区の西端にて検出した。その方位はやや蛇行しながら、北から数十度西に振っている。

幅は１００～１２０cm、残存する深さは３０～４５cmである。溝の底には、幾つかの凹みがみられ、粗砂が

堆積していることから、相当量の水が流れていたことが分かる。南北の高低差はあまり顕著でないが、

北側に向けて緩やかに傾斜している。出土遺物（Fig.２４）は、あまり出土していない。７４は脚付宛

－３７－

Fig.３６　第２区SK-０３出土遺物実測図（１/３）

Fig.３７　第２区SK-０６出土遺物実測図（１/３）



の破片である。高脚となるもので、胎土は密であるが焼成は不良、淡灰褐色を呈する。遺構の時期は、

出土遺物から古代後半期のものと考えられる。

谷落ち肩出土遺物（Fig.３８，PL.１９）

この調査区では、微高地が谷へ向かって緩やかに落ちていく落ち肩部の土壙から多くの遺物が出土

した。この落ち肩部分の掘削時に多くの遺物が出土しており、谷内堆積遺物の上層遺物としての性格

も有するため代表的な遺物を図示する。１２６，１２７は蓋形土器である。上部の径はそれぞれ８.４，７.４

cmである。１２８～１３３は甕である。１２８は如意形口縁であり、強く外湾する口縁端部下位に刻み目を

－３８－

Fig.３８　第２区谷落ち肩出土遺物実測図（１/２，１/３）



もつ。口径は２３.０cmである。１２９は口縁部を断面三角形につくる甕である。口縁内面には指頭圧痕

が残り、外側端部に刻み目を施す。口径は２０.０cmである。１３０も直立する口縁に粘土帯を貼り付け、

断面三角形につくるものである。口縁外側端部に刻み目を施し、口径は１６.０cmとやや小型である。

１３１は口縁断面が三角形を呈し、頸部下の低い突帯を一条めぐらすものである。内面には突帯貼り付

け時の圧痕が残り、口縁外側端部と突帯上に刻み目が施されている。１３２はやや厚くつくられた平底

の底部である。外面には細かいハケ目が残り、底径は７.０cmである。１３３は底部の中央部がやや上げ

底につくられたもので、底径は６.４cmである。１３４，１３５は壺である。１３４の壺は頸部のしまりが強く、

口縁端部は内端に折り返して厚くしている。頸部と胴部の境に沈線を一条めぐらす。口径１９.１cmで

ある。１３５は壺の胴部破片である。最大径２４.６cmの丸みをもった胴部の外面はミガキを施しており、

その上位には２，３，２本の沈線を巡らし、その中を軸が通らない羽状文で飾っている。１３６は蛇紋

岩製紡錘車である。直径４.５５、厚さ０.５４、孔径０.６９cmである。

谷内出土遺物（Fig.３９・４０・４１・４２，PL.１９）

谷内の掘削時多くの遺物が出土した。上層は谷部を覆う黒灰色粘質土であり、下層は砂を多く含ん

－３９－

Fig.３９　第２区谷内出土遺物実測図１（１/３）



でいる。谷内という遺構の性格上、正確な分層と遺物取り上げはできなかった。１３７～１３９は蓋形土

器である。上部の径はそれぞれ６.０，５.９，６.９cmである。１３９はくびれ部に段がつくものである。

１４０～１４９は甕である。１４０は如意状口縁甕の上半部の破片である。口縁端部下に刻み目を施し、頸

部下には沈線を一条巡らす。口径は３１.４cmである。１４１は如意状口縁の下に突帯がめぐる甕である。

口縁は強く外反し、外端下位に刻み目を施す。頸部下にやや高い断面三角形の突帯を巡らし、その端

部にも刻み目を加えている。口径は１７.０cmである。１４２は直立する口縁外側に粘土を貼り付け、断

面三角形にする甕口縁破片である。口径１５.８cmである。１４３は平底の甕底部破片で、底径は７.８cmで

ある。１４４は厚い器壁が直線的に上方に広がる深鉢形の土器である。口縁端部は丸くやや外反させる。

口径は１３.０cmである。１４５，１４６は底部穿孔の底部片である。１４５は底径６.６cmの小型の底部は裾が

外側に開き、底中央部が上げ底になる。底面は穿孔されており、その穿孔が焼成前か後かは不明であ

る。１４６の底部裾は直線的に広がり、厚い底を成している。底面は焼成後に穿孔されている。底径は

８.３cmである。１４７，１４８，１４９は甕の底部破片である。１４７の底部裾はやや広がるが平底を成してい

る。口径６.８cmである。１４８は裾が広がり、底部中央部がやや上げ底になっており、厚い底となって

いる。底径７.８cmである。１４９は裾の広がりが著しく、上げ底も高い。底径１０.１cmである。１５０～１５５

－４０－

Fig.４０　第２区谷内出土遺物実測図２（１/３）

Fig.４１　第２区谷内出土遺物実測図３（１/２）
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Fig.４２　第２区谷内出土遺物実測図４（１/３）



は壺である。１５０は小型の壺で、残存高１０.２、底径５.８cmの平底である。頸部下位には連弧による沈

線が描かれており、意図的なのか斜め方向をとる。１５１は壺の頸部付近の破片である。外器面調整は

ミガキであり、頸部に羽状文が軸をもって二段に描かれている。１５３～１５５は壺の底部破片である。

底径はそれぞれ９.１，１０.３，１３.８cmである。１５６は土製紡錘車である。最大径は３.２５cmで、厚さは

やや厚く１.２３cmである。中央に焼成前穿孔の径５mmの孔が穿たれている。１５７は手づくね土製投弾

である一部欠損しているが残存長３.７、最大径１.７cmで胎土は密である。１５８は木製鏃である。基部

と先端の一部を欠く残存全長は５.５cmである。先端部の断面はほぼ円形であり、段をもって緩やかに

細基部へとつながる。木質は硬いが樹種は未分析のため不明である。１５９は砥石である。一部欠損し

ているが長細い形状と思われ、四面が砥石として使用されている。１６０～１６３は無茎の石鏃である。

１６０は無茎で細身三角形のサヌカイト製と思われる石鏃である。断面は菱形で、丁寧な押圧剥離を施

している。全長３.４、幅１.５、厚さ０.４cmである。１６１は剥片に加工を加えた凹基式の漆黒黒曜石製鏃

である。先端と脚の一部が欠損しており、断面は薄い台形を呈する。残存長３.６、残存幅１.８、厚さ

０.３cmである。１６２は無茎の漆黒黒曜石製鏃で、脚部にはわずかに抉りがある。脚の一部が折損して

いる。全長２.１、残存幅１.５、厚さ０.３cmである。１６３は無茎のサヌカイト製石鏃である。脚はまった

くつかず、三角形を呈する。全長２.８、幅１.６、厚さ０.４cmである。１６４～１７２は今山産と思われる玄

武岩製石斧である。１６４～１７０は、ほぼ全面に敲打が施されており、基部だけが残った欠損品である。

基部端がやや尖るものと、平坦につくろうとしているものがみられる。１６４と１７０は刃部側の裏面が

大きく剥離しており、使用時の折損が考えられる。１７１は玄武岩製太型蛤刃石斧の刃部破片である、

刃部には刃をつくるための研磨が施されており、先端は使用のためか小さな剥離がみられる。１７２は

粘板岩製石斧である。側面には自然面が残り、刃部側は豊厚させ、基部は薄くなって欠損している。

１７３は花崗岩製と思われるもので、中央部が径２cm前後の大きさで窪んでいる。１７４は玄武岩製で平

坦面に擦痕がのこる。その両端には敲いてつぶれたようになっている。敲石と考えられる。１７５も平坦

面に窪みはないが、端部に敲打の痕跡がみられる。１７６は身の部分にも敲打痕がみられるが、端部の

方が顕著である。敲石と思われる。

３．まとめ
第１次調査であるが、弥生時代の土器、石器、木器の出土とともに多くの遺構がみつかった。第１

調査区で確認された小型の壁立ち建物は、小型の小屋状を呈すると考えられるが、福岡平野で数例見

られるような小型住居なのか、または家畜小屋なのか性格の決定は難しい。今後、早良平野内での類

例の蓄積を待たねばならない。

第２調査区で出土した大型掘立柱建物は、当該期の集落の大きさを直接示すもので、本来は第１区

の壁立ち建物は集落の西端に位置する施設であったと考えることができる。つまり、第１区の壁立ち

建物から第２区の谷落ちまでの約８０mの集落幅が推定できることになる。また、鍬・鋤・石斧柄など

木製品群や谷内に堆積する有機質を多く含んだ黒灰色の厚く水平な堆積は、水田耕作を生業としてい

ることを裏付けている。そして、今山産の玄武岩製太型蛤刃石斧の伐採具の出土は、彼らが積極的に

山林等において伐採をともなう開発をおこなっていたことも明らかにする。

今回の発掘調査は、新しく発見された遺跡の第１次調査であったが、室見川中流域の弥生時代前期

後半頃の生活状況を復元する上で貴重な資料が数多く良好な状態で出土し、戸切とその周辺の歴史を

明らかにする大きな第一歩となった。
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